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友達たくさんできるよ～
ママたちの会話もはずむ子育て支援センター
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〜
育
児
の
悩
み
も
ス
ッ
キ
リ
解
消
！
　
友
達
づ
く
り
の
場
に
も
〜

わいわいがやがや♪楽しい雰囲気です

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前

９
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
利
用

で
き
ま
す
。

（
土
・
日
曜
日
、
祝
祭
日
、
お
盆
、

年
末
年
始
は
お
休
み
で
す
）

活
動
は
主
に
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

○
子
育
て
教
室
・
サ
ロ
ン

・
親
子
遊
び

・
園
児
と
の
交
流

・
子
育
て
講
座

○
育
児
相
談

・
電
話
相
談
、
面
接
相
談
、
訪

問
相
談
（
予
約
制
）
な
ど

○
保
育
園
の
園
庭
開
放

・
園
を
開
放
し
、
園
児
と
の
か

か
わ
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
お
母
さ
ん
同
士
の
交
流

の
場
に
も
な
り
ま
す
。

※
内
容
は
各
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
各
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
わ
せ
に
な
る
か
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

本
郷
、
佐
分
利
、
大
島
、
名

田
庄
の
各
保
育
園
内
で
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
て
い

ま
す
。
大
島
保
育
所
、
佐
分
利

保
育
園
で
は
、
こ
の
10
月
１
日

か
ら
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
を

開
始
し
ま
し
た
。

乳
幼
児
と
ご
両
親
、
祖
父
母

な
ど
、
子
育
て
中
の
人
な
ら
だ

れ
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

保
育
園
や
幼
稚
園
に
入
園
し

て
い
な
い
お
子
さ
ん
と
お
母
さ

ん
を
中
心
に
、
友
達
づ
く
り
の

場
と
し
て
、
ま
た
、
育
児
の
中

で
「
こ
ん
な
と
き
は
ど
う
す
る

の
？
」
と
い
っ
た
悩
み
ご
と
を

相
談
す
る
場
で
す
。

年
齢
が
近
い
子
と
遊
ば
せ
た

り
、
お
母
さ
ん
同
士
で
育
児
に

つ
い
て
の
情
報
交
換
を
し
た
り
、

保
育
士
と
気
軽
に
話
し
た
り
。

ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
分
で
育
児

の
肉
体
的
、
精
神
的
な
負
担
を

軽
減
し
ま
し
ょ
う
。

ど
ん
な
と
こ
ろ
な
の
？

対
象
は
？

ど
こ
で
や
っ
て
る
の
？

い
つ
利
用
で
き
る
の
？

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
？

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
行
こ
う
よ



気軽
に遊
びに
きて
ね～

支援センターを利用してみてどうですか？

おい町に引っ越してきたのですが、知り合い
がいませんでした。そんなとき、この子育て

支援センターを教えてもらいました。とてもよい遊
び場で毎週参加しています。

では兄弟だけの生活なのですが、ここはいろ
んなふれあいの場として子どもの世界も広が

ります。小さい行事でもいいのでたくさんやってほ
しいですね。気分もスッキリするので、親にとって
もうれしい場所です。

こへ来ると子どもがとても喜びますね。ベビ
ーマッサージや料理を作ったりするのでいい

経験になっています。

前に一時保育を利用したことがあり、保育士
さんから声をかけてもらったのが参加のきっ

かけです。子どもが内気でうまく外で遊べなかった
のですが、ここへ来るようになってからは友達と一
緒に遊ぶようになりました。そんな姿を見るのがう
れしくて毎週参加しています。

援センターではいろんな行事があり、家では
できないことがたくさんできます。園庭では

園児たちと一緒に遊ばせてもらえたりと、いい刺激
になります。子どもも楽しいみたいでよく動き回る
ので帰ったらすぐ眠ってしまいますね。

こに参加している人からの紹介で参加し始め
ました。近所に同じ年頃の子がいないので、

子どももここへ来ると楽しいみたい。お母さん同士
いろんな相談ができるのもうれしいです。

町内の子育て支援センターはこちらです
◆本郷子育て支援センター （本郷保育園内） 177・4152
◆大島子育て支援センター　 (大島保育所内)     177・0210
◆佐分利子育て支援センター（佐分利保育園内）178・1221
◆名田庄子育て支援センター（名田庄保育園内）167・2126
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奨励賞「大火勢の点火」西村實好さん（福知山市）
奨励賞「炎のフィナーレ」由里　章さん（舞鶴市）
奨励賞「炎舞」森　光司さん（綾部市）
スナップ大賞「松明行列」永木孝夜さん（舞鶴市）
スナップ賞「ひとみ」吉川龍一さん（舞鶴市）
スナップ賞「スーパー大火勢悠久の炎１」梅田友和さん 4

町
民
体
育
大
会

大
飯
地
域

輝
く
汗
！

～19年度体育協会表彰～（敬称略）
栄誉を称えて

2007スーパー大火勢フォトコンテスト

今年のフォトコンテストには、一般の部、スナップの
部を合わせて43点の応募がありました。
今年はどの作品もレベルが高く、審査は難航しました

が、写真家の水谷内健次さんによる慎重な審査の結果、
田中茂行さん（山田区）の作品「“ヤッサー”」が特選に
選ばれました。昨年に引き続いて町民の方が特選の受賞
となりました。
このほか、一般の部で8点、スナップの部で3点が入

選しました。全応募作品は11月3・4日開催の町民文化
祭で展示予定です。腕自慢のあなた！来年は特選を目指
して応募してみては？

特選「“ヤッサー”」田中茂行さん（おおい町）
おおい町長賞「乱舞」安村利夫さん（綾部市）
スーパー大火勢実行委員長賞「ヤッサー」小林利秋さん（福井市）
（財）おおい町文化協会長賞「大空に舞う」野崎洋子さん（敦賀市）
奨励賞「松明行列」大内昌男さん（福知山市）
奨励賞「大火勢舞い上る」吉川龍一さん（舞鶴市）

▼入賞者の皆さん

特選を受賞した田中さんの作品

受賞おめでとうございます。

体育功労賞　　ゲートボール競技　　　　　
優秀指導者賞　水泳競技　　　　　　　　　
優秀選手賞　　ボート競技　　　　　　　　
優秀選手賞　　ボート競技　　　　　　　　
優秀選手賞　　ボート競技　　　　　　　　
優秀選手賞　　水泳競技　　　　　　　　　
優秀選手賞　　水泳競技　　　　　　　　　
優秀選手賞　　ウェイトリフティング競技　
優秀選手賞　　水泳競技　
優秀選手賞　　水泳競技　　　　　　　　
優秀選手賞　　ウェイトリフティング競技　
優秀選手賞　　ラグビーフットボール競技　
優秀選手賞　　陸上競技　
優秀選手賞　　水泳競技　
優秀選手賞　　ボート競技　
優秀選手賞　　卓球競技　
優秀選手賞　　陸上競技　
優秀選手賞　　水泳競技　　　　

奥　　久彦
三木　剛
松尾　篤
森本　渚
島田　尚子
藤井　愛彩
藤井　健人
岡　　仁亮
常木　颯斗
西　　玲美
欠戸　泰博
川口　涼太
早川　翼
藤井　愛華
森本　督人
新谷　円花
尾谷　和樹
安永　有里

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
下
で
開
催
さ
れ

た
今
年
の
町
民
体
育
大
会
。

幼
児
か
け
っ
こ
を
皮
切
り
に
、
玉
入
れ

や
二
人
三
脚
な
ど
の
各
種
目
に
幼
児
か
ら

高
齢
者
ま
で
が
出
場
し
ま
し
た
。
綱
引
き

で
は
岡
田
区
が
今
年
も
貫
禄
の
優
勝
。
最

も
注
目
を
集
め
た
花
形
競
技
の
年
代
別
リ

レ
ー
で
は
熱
戦
の
末
、
岡
安
・
笹
谷
区
が

優
勝
し
ま
し
た
。

選
手
た
ち
は
区
民
の
声
援
を
受
け
、
力

い
っ
ぱ
い
競
技
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

（
10
月
７
日
　
町
民
体
育
大
会
　
総
合
運

動
公
園
）

入賞作品決まる！
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お
め
で
と
う
本
郷
イ
ー
グ
ル
ス

県
学
童
野
球
大
会
　
準
優
勝

準優勝はうれしかったです。初
めは、まず1勝を目標に戦いまし
た。チームは元気もあるしチー
ムワークもよかったので準優勝
することができたと思います。
松井秀喜杯もまず1勝を目標に頑
張りたいです。来年は県大会で
優勝してほしいです。池田宏司　主将

若泉監督のコメント
県大会は1回戦を突破できたらと思っていました。
子どもたちはよく頑張りました。予選から厳しい試
合でしたが、それを勝ち抜けたので県大会でも準優
勝できました。子ども、保護者、指導者が三位一体
となって頑張ってきた結果だと思っています。夢は
でっかく、目標は手の届くところにをモットーに。
そして基本を大事にこれからも頑張っていきたいと
思います。

９
月
22
日
か
ら
24
日
ま
で
勝
山
市
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
「
第
20
回
記
念
ろ
う
き

ん
杯
福
井
県
学
童
野
球
大
会
」
で
本
郷
イ
ー
グ
ル
ス
が
準
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

32
チ
ー
ム
が
出
場
し
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
今
大
会
。
大
飯
支
部
の
代
表
と
し

て
出
場
し
た
本
郷
イ
ー
グ
ル
ス
は
、
各
支
部
か
ら
勝
ち
上
が
っ
て
き
た
強
豪
チ
ー
ム

を
次
々
と
破
り
ま
し
た
。
６
年
生
に
と
っ
て
は
最
後
の
大
会
で
も
あ
り
、
苦
し
い
練

習
を
重
ね
て
き
た
選
手
た
ち
は
自
信
を
持
っ
て
の
び
の
び
と
プ
レ
ー
。
接
戦
も
粘
り

強
さ
で
制
し
ま
し
た
。
決
勝
で
は
惜
し
く
も
敗
れ
て
優
勝
を
逃
し
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
準
優
勝
と
い
う
す
ば
ら
し
い
成
績
を
収
め
、
松
井
秀
喜
杯
争
奪
大
会
へ
の
出
場

切
符
を
つ
か
み
ま
し
た
。

10
月
３
日
に
は
松
井
秀
喜
杯
争
奪
大
会
へ
向
け
て
練
習
中
の
選
手
た
ち
を
突
撃
取

材
。
監
督
、
キ
ャ
プ
テ
ン
に
県
大
会
や
今
後
の
意
気
込
み
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

手
づ
く
り
紙
し
ば
い
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

名
田
庄
図
書
館

1
67
・
３
７
０
３

昔
か
ら
人
か
ら
人
へ
語
り
継
が
れ
て
き
た
い
ろ
い
ろ
な
伝

説
、
昔
話
が
地
域
に
残
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
お
年
寄
り
か
ら
聞
い
た
お
話
や
、
大
飯
、
名
田
庄
地

域
に
残
っ
て
い
る
資
料
や
昔
話
を
も
と
に
、
自
由
に
ア
レ
ン
ジ

し
て
、
紙
し
ば
い
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

紙
し
ば
い
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
く
楽
し
め
、
自

分
の
地
域
の
話
に
は
、と
て
も
愛
着
や
興
味
が
わ
い
て
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
あ
な
た
の
手
作
り
「
紙
し
ば
い
」
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間

平
成
20
年
１
月
10
日
〜
２
月
10
日

▼
募
集
作
品

お
お
い
町
（
大
飯
・
名
田
庄
）

の
昔
話
や
伝
説
を
も
と
に
創
作
し

た
も
の

▼
募
集
資
格

子
供
か
ら
大
人
（
年
齢
や
居
住

地
は
問
い
ま
せ
ん
）。
個
人
で
も
グ

ル
ー
プ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
応
募
先

名
田
庄
図
書
館
（
〒
917-

０
３
８
２

お
お
い
町
名
田
庄
久
坂
）

▼
応
募
規
定

B
４
判
画
用
紙
で
表
に
は
絵
、

裏
に
は
セ
リ
フ
を
縦
書
き
に
し
ま

す
。画

用
紙
は
横
長
で
、
枚
数
は
５

枚
〜
12
枚
ま
で
に
ま
と
め
て
く
だ

さ
い
。

作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す
。

▼
審
査
員

山
田
茂
子
（
チ
ャ
リ
ン
コ
か
み

し
ば
い
）

早
川
は
つ
み
（
人
形
劇
な
ど
の

上
演
活
動
）

▼
賞
状
お
よ
び
賞
品

全
員
に
参
加
賞
、
入
賞
者
に
は

賞
状
と
副
賞
と
し
て
図
書
カ
ー
ド

を
贈
呈
し
ま
す
。

▼
そ
の
他

入
賞
作
品
は
図
書
館
で
保
存
し
、

閲
覧
し
ま
す
の
で
返
却
い
た
し
ま

せ
ん
。

入
賞
作
品
の
著
作
権
は
名
田
庄

図
書
館
に
帰
属
し
ま
す
。

応
募
者
に
は
平
成
20
年
２
月
中

に
、
作
品
の
講
評
と
審
査
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
県
大
会
で
の
戦
績
】

一
回
戦

対
　
松
本
イ
ー
グ
ル
ス
（
福
井
市
代
表
）

３-

１
○
　
　

二
回
戦

対
　
北
中
山
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
鯖
江
市
代
表
）

５-

４
○

三
回
戦

対
　
磯
部
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
坂
井
市
代
表
）

６-

１
○

準
決
勝

対
　
吉
野
レ
ッ
ド
パ
ワ
ー
ズ
（
越
前
市
代
表
）

２-

１
○

決
　
勝
　
対
　
エ
バ
ー
ビ
ク
ト
リ
ア
ス
三
国
北
（
坂
井
市
代
表
）
２-

９
●
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●
診
療
所
で
は
「
お
く
す
り
手
帳
」
を

お
渡
し
し
て
い
ま
す

な
ご
み
診
療
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

77
・
２
７
５
３

介
護
老
人
保
健
施
設
「
な
ご
み
」

1

77
・
３
１
８
４

※
電
話
受
付
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

な
ご
み
診
療
所

こ
ち
ら

診
療
所
で
は
、
診
療
時
に
処

方
さ
れ
た
お
薬
の
名
前
や
種
類
、

処
方
回
数
な
ど
の
記
録
を
記
入

し
た
手
帳
を
お
渡
し
し
て
い
ま

す
。他

の
病
院
な
ど
で
、
お
薬
を

も
ら
う
と
き
に
同
じ
お
薬
が
重

な
っ
て
い
な
い
か
や
、
飲
み
合

わ
せ
等
に
つ
い
て
の
確
認
も
行

え
ま
す
。
手
帳
を
ご
希
望
さ
れ

る
際
に
は
窓
口
に
て
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

＊
他
の
病
院
の
手
帳
を
お
持
ち

の
方
で
も
当
診
療
所
に
て
処
方

内
容
を
シ
ー
ル
に
し
て
発
行
い

た
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
声
を
お
か

け
く
だ
さ
い
。

名田庄診療所長　中村伸一

前
回
、
人
か
ら
相
談
さ
れ
た
と

き
の
男
女
別
対
処
法
に
つ
い
て
書

い
た
と
こ
ろ
、
あ
ち
こ
ち
か
ら

「
そ
の
通
り
！
」
と
い
う
お
声
を
い

た
だ
い
た
の
で
、
調
子
に
乗
っ
て

も
う
ひ
と
つ
書
い
ち
ゃ
い
ま
す
。

今
回
は
、
男
女
の
頭
の
中
の
違
い

に
つ
い
て
で
す
。

日
頃
か
ら
仕
事
で
忙
し
く
、
な

か
な
か
彼
女
と
会
う
暇
が
な
い
男

性
が
い
た
と
し
ま
す
。
久
し
ぶ
り

に
二
人
で
会
っ
て
食
事
に
出
か
け

女
は
テ
ー
ブ
ル
、
男
は
勉
強
机

〜
頭
の
中
の
男
女
の
差
〜

ま
し
た
。
食
事
し
て
い
る
最
中
に
、

男
性
の
携
帯
電
話
が
な
り
ま
す
。

「
ち
ょ
っ
と
ご
め
ん
ね
」
と
言
っ
て

席
を
離
れ
、
向
こ
う
の
方
で
な
に
や

ら
仕
事
の
話
を
し
て
い
ま
す
。
ど
う

も
話
が
こ
じ
れ
て
い
る
み
た
い
で
、

男
性
は
な
か
な
か
席
に
戻
っ
て
き
ま

せ
ん
。
10
分
く
ら
い
経
っ
て
、
よ
う

や
く
男
性
は
席
に
つ
い
た
途
端
、
女

性
は
言
い
放
ち
ま
す
。「
私
と
仕
事

と
ど
っ
ち
が
大
事
な
の
（
怒
）
!?
」

男
性
は
あ
っ
け
に
と
ら
れ
て
、「
ど

っ
ち
も
大
事
だ
け
ど
・
・
」
と
弱
々

し
い
声
で
言
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

似
た
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
た
こ
と

の
あ
る
女
性
も
、
言
わ
れ
た
こ
と
の

あ
る
男
性
も
、
少
な
か
ら
ず
い
る
は

ず
で
す
。

ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な

る
の
で
し
ょ
う
か
？

男
性
の
頭
の
中
に
は
、
小
中
学
校

の
教
室
に
あ
る
よ
う
な
小
さ
な
勉
強

机
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
ま
す
。
仕

事
の
机
に
座
っ
た
と
き
に
は
仕
事
の

こ
と
し
か
頭
に
あ
り
ま
せ
ん
。
仕
事

中
は
家
庭
を
顧
み
る
こ
と
も
な
く
、

た
だ
ひ
た
す
ら
仕
事
モ
ー
ド
で
働
き

ま
す
。
遊
び
の
机
に
座
っ
た
と
き
に

は
遊
び
の
こ
と
し
か
考
え
ず
、
仕
事

な
ん
か
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
机
と
机
の
間
は
非
常

に
短
い
距
離
な
の
で
、
移
ろ
う
と
思

え
ば
す
ぐ
移
れ
ま
す
。
先
ほ
ど
の
男

性
は
、
デ
ー
ト
の
机
か
ら
一
気
に
仕

事
の
机
に
移
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
間
、

デ
ー
ト
中
の
彼
女
の
こ
と
は
す
っ
か

り
頭
か
ら
消
え
て
し
ま
っ
て
い
る
の

で
す
。
男
の
頭
は
非
常
に
単
純
に
で

き
て
い
る
の
で
す
。
決
し
て
悪
気
は

な
い
の
で
す
が
・
・
・
。

そ
れ
に
対
し
て
、
女
性
の
頭
の
中

に
は
大
き
な
テ
ー
ブ
ル
が
あ
っ
て
、

そ
の
上
に
い
ろ
い
ろ
な
物
を
置
い
て

い
る
よ
う
で
す
。
仕
事
を
し
て
い
て

も
、
子
供
や
家
事
の
こ
と
が
頭
の
片

隅
の
ど
こ
か
に
あ
り
、
仕
事
後
に
や

る
こ
と
を
無
意
識
の
う
ち
に
段
取
り

し
、
夕
方
の
買
い
物
や
食
事
の
準
備

に
移
り
ま
す
。
大
き
な
テ
ー
ブ
ル
の

上
に
、
仕
事
・
家
事
・
子
育
て
・
趣

味
・
健
康
・
人
つ
き
あ
い
な
ど
を
乗

せ
て
、
そ
れ
ら
の
ど
れ
も
落
と
す
こ

と
な
く
、
目
配
り
・
気
配
り
・
段
取

り
を
し
て
、
う
ま
く
切
り
盛
り
し
て

い
く
の
が
女
性
で
す
。

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
微
妙
に
バ
ラ

ン
ス
を
と
り
な
が
ら
生
き
て
い
る
女

性
に
と
っ
て
は
、
男
性
の
単
純
さ
・

無
神
経
さ
が
許
せ
な
い
と
き
が
あ
る

よ
う
で
す
。

女
性
の
皆
様
、
男
性
の
方
が
平
均

寿
命
が
短
い
の
だ
か
ら
、
ど
う
か
お

許
し
を
！
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対象となるのは？

保険証

保険証は？ 医療費の自己負担は？

保険料は？

現在、75歳以上の人は国民健康保険や健康保険組合などの医療保険制度に
加入しながら、「老人保健制度」で医療を受けていますが、

その内容について、今月号から継続的にお知らせします。

平成20年4月から、「後期高齢者医療制度」で医療を
受けることになります。

75歳（一定の障害が
ある人は65歳）以上
の人が対象です。

全員が保険料を納める
ようになります。

年金から天引きします。

今までの保険証は返還（失効）し、
新しい保険証が1人に1枚交付され
ます。

医療費の負担は1割です。ただし
現役並み所得者は3割です。老人
保健と変わりません。

さまざまな給付も老人
保健と同様です。

健康保険組合など
の被扶養者だった
人も対象です。

平成20年4月から

医療制度が変わります ①

75歳以上の皆さんへ

保険証

■お問い合わせ先　　なごみ保健課　177・3411

※今後、政省令の公布により内容が変更になる場合があります。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・



あみーシャン大飯“湯ったり温泉”が平成8年4月
にオープンしてから11年6か月目を迎えた今年の9
月、ついに利用者が100万人を達成しました。
神経痛や冷え性などに効能がある町内唯一の天然

温泉は、オープン以来、多くの人に親しまれてきま
した。節目の100万人目の利用者となった本郷の屋
敷正枝さんには町の特産品セットや入浴回数券など
が贈られました。

（100万人目の利用者となった屋敷さんへの一問一答）

湯ったり温泉はよく利用されるのですか？

週1回の楽しみで、いつも友達と一緒に歩いて温泉に
来ています。

湯ったり温泉は気に入っていますか？

この温泉に入るとさっぱりし、何か元気になったよ
うな気になり私の楽しみのひとつとなっています。

100万人目となった感想は？

友達と2人で来ましたが、私が100万人目ということ
でびっくりしました。

（9月28日　あみーシャン大飯“湯ったり温泉”利用者100万人達成）

（上）本格的な雰囲気も味わえるお茶

席。（下）新源氏物語絵巻の複製の展

示コーナー。

（上）高得点を目指して白熱した

輪投げ競技。（下）ボール転がし

リレーでは思うように操れず苦

労する選手も。

100万人目の利用者となり、驚きと喜びに包まれた屋敷さん。

茶会や雅楽でにぎわう

元気いきいき！高齢者パワー全開

会場のコンベンションホールには、お茶席や新源氏物語絵巻の
複製の展示コーナーが設けられ、和の雰囲気が漂いました。茶会
では多くの人が列を作り、談笑しながらお茶を楽しんでいました。
また夜には、手筒花火や、京都御所などでしか見ることのできな
い雅楽も披露され、多くの人でにぎわいを見せていました。

（9月16日　雅楽・舞楽と茶会のつどい　流星館コンベンション
ホール）

町内19の老人クラブ対抗スポーツ大会が開催されました。走って、投
げてと元気いっぱいの動きで、風船割り競争や玉入れ、リレーなどの各
種目に参加した選手のみなさん。親睦を深めるスポーツ大会でしたが、
勝敗にはとことんこだわる熱血ぶりでした。

（9月19日　第2回老人クラブ連合会スポーツ大会　総合運動公園体育館）

“湯ったり温泉”利用者100万人達成！

8



（上）力を合わせて網を引っ張

る児童たち。（下）大漁に大喜び。
（上）屋外では「勇粋連」の演奏などが行われ大盛

況。（下）美声を響かせたやまびこコーラス。

（上）どのランナーも力強い走りでした。（左）元気いっぱいの選手宣誓を行っ

た上野律子さん、素直くん。（右）今夏の世界陸上選手権の男子マラソンで入

賞された、ゲストランナーの尾方剛さんには特に大きな声援が送られていた。

声援を力に、ランナー力走

今年は大漁でした
期待と不安を胸にみんなで力を合わせて網を引っ張る

と・・・。何と網には小アジやカマスなどが大量にかかってい
ました。たくさんの魚を見て児童たちも大喜び。今年は例年
になく大漁だったということです。地引網の体験後には、と
れた魚を親子でみそ汁や唐揚げに料理して、おいしそうに食
べていました。

（10月6日　PTA親子学級「地引網体験」 小畦浜
こあぜはま

）

文化の秋を満喫
今年の名田庄文化祭2007は「絆

きずな

」をテーマに開催されまし
た。屋内では押し花などの体験コーナーが設けられたほか、
俳句や書道、小学生や保育園児の作品などがずらりと展示さ
れ、家族そろって作品を見る姿が多く見られました。ステー
ジでは合唱や舞踊などが発表されたほか、屋外ではバザーや
太鼓演奏もあり、会場は大盛況でした。

（10月14日　名田庄文化祭2007 名田庄山村開発センター）9

小学生男子（2㎞）
1位　堂脇　純　　6分52秒
2位　奥　　共平　6分52秒
3位　畑田　太朗　7分06秒
5位　菅原　隆志　7分11秒

おめでとうございます 町民ランナー入賞者（敬称略）

小学生女子（2㎞）
4位　小原麻由佳　7分24秒
5位　中塚　千絵　7分27秒

中学生男子（3㎞）
5位　早川　文人　10分01秒
6位　板谷　一夢　10分06秒

中学生女子（3㎞）
5位　東谷　紗希　12分47秒

一般女子（3㎞）
6位　中塚　典子　16分00秒

名田庄あきない館前を発着点に、町内をは
じめ、全国各地から参加した531人のランナ
ーが颯爽

さっそう

と名田庄地域を駆け抜けました。今
回はゲストランナーとしてお迎えした尾方剛
さんも参加者と一緒にレースに参加。他のラ
ンナーにとってよい刺激となったようです。
記録に挑戦する人、景色を楽しみながら自分
のペースで走る人など様々でしたが、沿道か
らは大きな声援が送られていました。
（9月23日　第2回おおい健康マラソン　あきない
館前発着）
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絵手紙教室
時間　19：30～
講師　渡辺　淳 氏
場所　ふるさと交流センター
申込　佐分利公民館178-1211

館内には約5万冊の本が所蔵されており、ビデオやDVDな
どの視聴覚資料も充実しています。オーディオコーナーで
視聴することができ、ゆったりとした空間で本やビデオを
楽しんでいただけます。
◆開館時間　午前9時～午後6時
◆休館日　　毎週月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）、

祝日の翌日、第4木曜日、年末年始
◆電話番号　77-2820

木木 金金 土土

おおい町教育委員会
177-1150

名田庄事務支局
167-3701

名田庄カラオケクラブ

代表者　門野美智男さん

お問い合わせは

サ～クル紹介

中央公民館
パソコン教室
19：30～22：00
対象　一般
場所　総合町民センター

1166

源氏物語を読む会
時間　9：00～10：30
場所　名田庄図書館

愛護センター
大飯支部巡回指導
17：00～
場所　ＪＲ若狭本郷駅周辺

1155

読書会「源氏物語」
（入門編）
時間　13：30～15：00
場所　名田庄図書館

陶芸大会
時間　9：30～
場所　きのこの森陶芸館
負担金　１人千円
主催　佐分利壮年協議会
申込　佐分利公民館178-1211

里山講座
「里山の利用・活用方法」
時間　16：30～18：00
場所　流星館かやぶきの家

町民ゲートボール大会
時間　9：00～
場所　あみ～シャン大飯
対象　町民一般

中央公民館
日本の童謡を歌おう
時間　13:30～15:00
場所　総合町民センター
講師　中尾雍子氏

1177

子ども映画会
「14ひきのあきまつり」
「14ひきのひっこし」
第1回　10：30～
第2回　14：30～
場所　大飯図書館

2244
ゲートボール教室
時間　13：30～
場所　はまかぜ交流センター

1100,,2244
愛護センター
大飯支部巡回指導
17：00～
場所　ＪＲ若狭本郷駅周辺

3300女性教育講座「食育」
第5回「みそ作り実習」

時間　13：30～
講師　土井愛子 氏
場所　おおい夢工房
費用　実費負担
申込締切　11月21日（水）

町民グラウンドゴルフ大会
時間　9：00～開会式
場所　青少年旅行村

（名田庄納田終）
対象　町民一般

ブックスタート
場所　保健福祉センターなごみ

（６ヶ月健診時に実施）
主催　大飯図書館

88
郷土史料館企画展
「江戸時代のおおい」
期間　11月10日～12月8日
場所　郷土史料館
入館無料

1100

大飯図書館（成和2-1-1）

当クラブは、昭和59年から活動
しています。現在は月3回の例会
を持ち町の芸能発表会などに参加
しています。
会員は40人近くおり、皆さんな

かなかの名（迷？）歌手揃
ぞろ

いで、
新曲を覚えたりナツメロを楽しん
だり、和気あいあいとやっていま
す。
また、正月には「新年大いに歌

おう会」で盛り上がっています。
いきいき館にお越しの際は、和

室で例会をやっていたら覗
のぞ

いてみ
ませんか！

問い合わせ：
あっとほ～むいきいき館
167-2000
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月月 火火 水水日日

布絵本の会
9：30～11：30
場所　名田庄図書館

55
ブックスタート
時間　10：00～10：30
場所　名田庄図書館

ブランケットファミリー
時間　10：00～11：30
場所　名田庄図書館

44

紙芝居作り方講習会
時間　10：00～11：30
場所　名田庄図書館

1111

バレエ体操教室
時間　10：30～
場所　ふるさと交流センター
講師　寺本智恵子 氏
申込　佐分利公民館178-1211

66,,2200

県子連育成研究嶺南大会
時間　13：00～
場所　総合町民センター
講演　「今からはじめよう

自然体験活動」
講師　萩原茂男 氏
消防大飯分署による救急講習

1188

1111月



12

お
知
ら
せ

■おおい町役場
177-1111（代）

■名田庄総合事務所
167-2222（代）

（総務管理課）
167-2222

（郷づくり室）
167-2224

（住民サービス室）
167-2223

（教育委員会事務局　　　　
名田庄事務支局）

167-3701

■保健福祉ｾﾝﾀｰ「なごみ」
（なごみ保健課）

177-1155（代）

■あっとほ～むいきいき館
（保健福祉室）

167-2000（代）

■ iネットぴあプラザ
（電子情報課）

177-9030

NEWS＆
INFORMATION

あ
や
べ
・
お
お
い
・
お
ば
ま

観
光
交
流
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

役
場
産
業
振
興
課

1
77
・
１
１
１
１

昨
年
10
月
に
観
光
交
流
の
協
定

を
結
ん
だ
京
都
府
綾
部
市
、
お
お

い
町
、
小
浜
市
の
観
光
施
設
を
巡

る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

▼
開
催
期
間

10
月
１
日
（
月
）
〜
平
成
20
年

２
月
29
日
（
金
）

▼
ス
タ
ン
プ
、
台
紙
設
置
ポ
イ
ン
ト

綾
部
市
・
・
・
安
国
寺
、
あ
や
べ

温
泉
、
光
明
寺
二
王
門
（
国
宝
）

な
ど
７
か
所

お
お
い
町
・
・
・
き
の
こ
の
森
、

若
州
一
滴
文
庫
、
あ
み
ー
シ
ャ
ン

大
飯
な
ど
６
か
所

小
浜
市
・
・
・
明
通
寺
、
森
林
の

水
P
R
館
、
食
文
化
館
な
ど
６
か
所

▼
ル
ー
ル

各
市
町
の
ポ
イ
ン
ト
を
２
か
所

以
上
回
り
、
台
紙
に
ス
タ
ン
プ
を

押
印
し
て
ポ
ス
ト
に
投
か
ん
す
る

と
抽
選
で
特
産
品
が
当
た
り
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

便
利
な
e-

T
a
x

小
浜
税
務
署

1
52
・
１
０
０
８

e-

T
a
x
（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）

は
①
所
得
税
、
法
人
税
、
消
費
税
、

酒
税
お
よ
び
印
紙
税
の
申
告
②
全

税
目
の
納
税
③
申
請
・
届
出
な
ど

が
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て
行
う
こ

と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
特

に
源
泉
所
得
税
の
毎
月
納
付
や
消

費
税
の
中
間
申
告
・
納
付
な
ど
、

利
用
回
数
の
多
い
手
続
き
に
は
便

利
で
す
。

犯
罪
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

役
場
総
務
課

1
77
・
１
１
１
１

お
お
い
町
で
は
車
上
ね
ら
い
な

ど
の
刑
法
犯
罪
が
８
月
末
時
点
で

35
件
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

安
心
・
安
全
ま
ち
づ
く
り
推
進
会

議
で
は
犯
罪
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
「
ロ
ッ
ク
＆
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
作
戦
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ロ
ッ
ク
【
鍵
掛
け
の
励
行
】

県
内
で
鍵
を
か
け
ず
に
被
害
に

あ
っ
た
割
合
は
、
全
国
平
均
よ
り

高
く
、
鍵
を
か
け
て
い
れ
ば
被
害

に
あ
わ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
事

例
が
多
く
あ
り
ま
す
。

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
【
一
戸
一
灯
運
動
】

各
家
庭
で
玄
関
灯
や
門
灯
を
一

晩
中
点
灯
さ
せ
、
ま
ち
全
体
を
明

る
く
す
る
運
動
で
す
。
犯
罪
者
は

明
る
い
場
所
で
の
犯
行
を
避
け
る

こ
と
か
ら
、
夜
間
の
犯
罪
抑
止
に

効
果
が
あ
り
ま
す
。（
20
ワ
ッ
ト
の

電
球
を
一
日
10
時
間
点
灯
し
た
場

合
の
一
か
月
の
電
気
料
金
は
120
円

程
度
で
す
）

海海
の
幸
山
の
幸

大
集
合
！

福井県最低賃金の改正
時間額　659円

守ろう！確かめよう！この最低賃金

平成19年10月19日から福井県内すべて
の労働者に改正された福井県最低賃金が適
用されます。

福井労働局 10776-22-2691

◆
開
催
日
　
11
月
11
日
（
日
）

９
時
〜
15
時
30
分

◆
会
　
場
　
総
合
運
動
公
園

・
ふ
る
ま
い
鍋
（
500
食
）

・
ふ
わ
ふ
わ
遊
具

・
○
×
ク
イ
ズ

・
農
産
物
即
売

・
バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
　
な
ど

お
お
い
産
業
ま
つ
り

◆
開
催
日
　
11
月
18
日
（
日
）

９
時
〜
15
時

◆
会
　
場
　
あ
き
な
い
館
前

・
じ
ね
ん
じ
ょ
即
売
会
、

・
ぼ
た
ん
鍋
販
売

・
じ
ね
ん
じ
ょ
山
か
け
そ
ば
販
売

・
太
鼓
演
奏
（
名
田
庄
太
鼓
保
存
会
）

・
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
ビ
ン
ゴ
ゲ

ー
ム
　
な
ど

じ
ね
ん
じ
ょ
ま
つ
り

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア

支
援
セ
ミ
ナ
ー
開
催

嶺
南
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー

1
０
７
７
０
・
24
・
３
１
３
１

働
き
盛
り
層
の
労
働
者
や
そ
の

家
族
の
方
々
を
対
象
と
し
た
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
支
援
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
　
時

11
月
27
日(

金
）
13
時
30
分
〜
16
時

▼
場
　
所

小
浜
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
　
容

①
法
令
解
説
「
過
重
労
働
の
指
針
に

つ
い
て
」

②
講
演
「
職
場
で
の
ス
ト
レ
ス
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」

③
個
別
相
談

※
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
ご
希
望
の
方

は
、
事
前
に
申
込
が
必
要
で
す
。



年金受給者の方は
「扶養親族等申告書」の提出を忘れずに！

お知らせ

11月10日（土）

17日（土）

「クリスマスリース」

10時～12時

「来年の干支
え と

」

詳しくは

きのこの森陶芸館　
178－1714

ちびっこ陶芸教室

日時：11月22日（木） 13時～15時　

場所：総合町民センター

名田庄山村開発センター

日頃の悩みごと、いじめ、不登校、体罰、その他人権

に関する相談に人権擁護委員が応じています。相談は無

料で秘密は固く守られますのでご安心ください。

人 権 相 談

人　身 10 5

5

20

10

122 106

本　年 昨年同時期

死　者

傷　者

物　損

内交通事故発生状況
（平成19年9月末日現在）

町

飼育マナーを
守りましょう
最近、犬や猫をはじめとするペットの放し飼いや、散歩中の

排泄物を持ち帰らないなどのマナーの悪さが目立っています。
マナーを守り、他人に不快な思いや迷惑をかけないようにし

ましょう。

町
民
文
化
祭

テ
ー
マ
は
「
ふ
る
さ
と
」

「鯖のへしこ茶漬け」が
県優良観光土産品「新商品部門優秀賞」受賞

住宅の新築やリフォームには県産材を！
～「福井県ゆとりと安心の住まい支援事業」補助制度～

今
年
も
恒
例
の
町
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

［お問い合わせ］おおい町文化協会事務局　177-1150

お問い
合わせ

新　築　：県建築住宅課　　10776・20・0506
http://info.pref.fukui.jp/kentiku/

リフォーム：県県産材活用課　10776・20・0449
http://info.pref.fukui.jp/kensanzai/

●
開
催
日

11
月

3
日
（
土
）
・

4
日
（
日
）

●
場
　
所
　
総
合
町
民
セ
ン
タ
ー

・
各
団
体
・
サ
ー
ク
ル
の
舞
台
発
表
（
踊
り
、
劇
、
楽
器
演
奏
ほ
か
）

・
作
品
展
示
（
俳
句
、
短
歌
、
絵
画
の
作
品
ほ
か
）、
模
擬
店
な
ど

■
町
民
劇
団
お
お
い
な
る
一
座
に
よ
る
「
ビ
ワ
お
ば
ん
〜
大
島
ビ
ワ
　
　

を
受
け
継
ぐ
人
〜
」
が
３
日
の
午
後
７
時
か
ら
公
演
さ
れ
ま
す
。

老
齢
年
金
は
、
所
得
税
法
に
よ
り
雑
所
得
と
し
て
所
得
税

が
か
か
り
ま
す
。

社
会
保
険
庁
で
は
、
11
月
上
旬
ま
で
に
老
齢
年
金
の
年
金

額
が
108
万
円
以
上
（
65
歳
以
上
の
方
は
158
万
円
以
上
）
の
方

に
「
公
的
年
金
等
の
受
給
者
の
扶
養
親
族
等
申
告
書
」（
ハ
ガ

キ
）
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
早
く
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

今
回
提
出
し
て
い
た
だ
く
申
告
書
は
、
来
年
２
月
支
払
分

の
年
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
る
税
金
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。

ま
た
こ
の
申
告
書
の
提
出
に
よ
り
、
控
除
対
象
配
偶
者
や

扶
養
親
族
と
な
る
方
が
い
な
い
場
合
で
も
、
年
金
受
給
者
の

方
本
人
に
か
か
る
基
礎
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
忘
れ
ず

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
申
告
書
に
か
か
る
お
問
い
合
わ
せ
先
）

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

1

０
５
７
０
・
05
・
１
１
６
５

な
お
、
社
会
保
険
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、「
扶
養
親
族

等
申
告
書
に
関
す
る
Q
＆
A
」
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

《新 築》
■補助金額 ・基礎要件を満たすもの 40万円

・基礎要件と上質要件を満たすもの　80万円
■補助を受けることができる方
・県内に自ら居住するため、一戸建て在来木造住宅を取得される方
・前年の所得金額が1,200万円以下の方

《リフォーム》
■補助金額 ・１件あたり５万円以上15万円以内
■補助を受けることができる方
・県内工務店等に依頼し、県内に自ら居住するため所有する住
宅のリフォームを行う方

13

おおい町の特産品である「鯖
のへしこ茶漬け」が第4回福井
県優良観光土産品推奨審査会で、
県内の観光土産品製造・販売業
者から応募があった合計221品
の中から「新商品部門優秀賞」を
受賞し、優良観光土産品の推奨認定を受けることになりまし
た。
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一
白
水
星

い
っ
ぱ
く
す
い
せ
い

運
気
は
衰
運
と
な
る
。
自
身
の
前

方
が
見
え
ず
進
退
に
窮
す
る
状
態
に

陥
る
感
さ
え
あ
る
。
焦
ら
ず
足
下
を

見
据
え
、
軽
挙
を
慎
み
甘
言
に
惑
わ

さ
れ
ぬ
よ
う
現
状
を
維
持
。

☆
一
白
水
星

明
42
生
／
大
７
生
／
昭
２
、
11
、
20
、
29
、
38
、
47
、
56
生
／
平
２
、
11
生

☆
二
黒
土
星

明
41
生
／
大
６
生
／
昭
１
、
10
、
19
、
28
、
37
、
46
、
55
生
／
平
１
、
10
生
、
19
生

☆
三
碧
木
星

明
40
生
／
大
５
、
14
生
／
昭
９
、
18
、
27
、
36
、
45
、
54
、
63
生
／
平
９
、
18
生

☆
四
緑
木
星

大
４
、
13
生
／
昭
８
、
17
、
26
、
35
、
44
、
53
、
62
生
／
平
８
、
17
生

☆
五
黄
土
星
　
大
３
、
12
生
／
昭
７
、
16
、
25
、
34
、
43
、
52
、
61
生
／
平
７
、
16
生

☆
六
白
金
星
　
大
２
、
11
生
／
昭
６
、
15
、
24
、
33
、
42
、
51
、
60
生
／
平
６
、
15
生

☆
七
赤
金
星
　
大
１
、
10
生
／
昭
５
、
14
、
23
、
32
、
41
、
50
、
59
生
／
平
５
、
14
生

☆
八
白
土
星
　
明
44
生
／
大
９
生
／
昭
４
、
13
、
22
、
31
、
40
、
49
、
58
生
／
平
４
、
13
生

☆
九
紫
火
星

明
43
生
／
大
８
生
／
昭
３
、
12
、
21
、
30
、
39
、
48
、
57
生
／
平
３
、
12
生

三
碧
木
星

さ
ん
ぺ
き
も
く
せ
い

運
気
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
し

か
し
も
う
前
途
も
見
え
心
も
安
定
し

た
は
ず
。
東
方
に
見
え
る
も
の
は
僅

か
の
明
か
り
で
も
必
ず
援
助
の
手
を

差
し
伸
べ
て
く
れ
る
は
ず
。

二
黒
土
星

じ
こ
く
ど
せ
い

運
気
は
悪
く
は
無
い
が
あ
ま
り
に

も
強
す
ぎ
る
た
め
八
方
に
敵
を
持
つ

状
態
に
な
っ
て
い
る
。
俗
に
言
う
八

方
塞
が
り
の
形
。
変
化
変
動
も
多
く

焦
り
は
厳
禁
。
自
身
の
事
に
注
意
。

六
白
金
星

り
く
は
く
き
ん
せ
い

運
気
は
再
び
吉
凶
相
反
の
様
相
を

呈
し
て
い
る
。
今
は
各
人
の
努
力
と

決
断
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し

金
銭
面
で
の
成
果
は
い
づ
れ
も
相
当

技
量
を
必
要
と
す
る
。

五
黄
土
星

ご
お
う
ど
せ
い

運
気
は
引
き
続
き
好
調
と
見
る
。

成
し
得
無
か
っ
た
こ
と
は
こ
の
機
を

逃
す
こ
と
な
く
事
を
運
ぶ
こ
と
。
二

度
と
来
ぬ
チ
ャ
ン
ス
か
も
知
れ
ぬ
。

全
員
一
致
で
協
力
が
肝
要
。

四
緑
木
星

し
ろ
く
も
く
せ
い

運
気
は
至
っ
て
不
安
定
で
焦
燥
の

月
と
も
言
え
そ
う
。
万
事
粗
相
の
多

い
多
難
月
ゆ
え
兎
角
誤
解
も
起
き
や

す
く
調
和
が
取
り
に
く
い
。
焦
る
ほ

ど
深
手
が
大
き
い
。

七
赤
金
星

し
ち
せ
き
き
ん
せ
い

運
気
は
頗
る
好
調
で
あ
る
。
念
願

の
事
も
成
就
の
気
配
は
あ
る
。
最
後

の
仕
上
げ
こ
そ
大
事
な
仕
事
成
り
。

傲
慢
な
態
度
や
調
子
の
い
い
言
動
は

総
べ
て
を
壊
し
て
し
ま
う
。
慎
重
に
。

八
白
土
星

は
っ
ぱ
く
ど
せ
い

運
気
は
や
や
足
下
が
明
る
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
大
き
な
事
故
の
心
配

も
な
さ
そ
う
。
し
か
し
変
化
変
動
の

動
き
は
消
え
て
は
お
ら
ず
。
ま
だ
要

注
意
の
状
態
に
は
違
い
な
い
。

九
紫
火
星

き
ゅ
う
し
か
せ
い

運
気
は
得
難
い
盛
運
月
と
も
言
え

る
。
そ
の
た
め
か
え
っ
て
気
を
緩
め

易
く
、
好
機
を
取
り
逃
が
す
こ
と
が

多
く
な
る
。
堅
実
な
行
動
で
足
下
を

固
め
進
め
ば
成
果
は
上
が
る
。

※立春が新しい年の第１日目となるため、１月と２月上旬生まれは前の年の運気とみます。 ～暦会館提供～

11月の運気
（11月8日～12月6日まで）

大飯原子力発電所の運転状況

大飯発電所 出　力 営業運転開始 発電電力量 発電日数

1号機

2号機

3号機

4号機

117.5万KW

117.5万KW

118万KW

118万KW

昭和54年3月

昭和54年12月

平成3年12月

平成5年2月

1,930.5億ｋWｈ

1,379.9億ｋＷｈ

1,297.0億ｋＷｈ

6,994日

平　成　19 年

10月 11月

7,498日

4,893日

4,584日

※発電電力量および日数は平成19年9月末日現在の数値です。

2,081.6億ｋＷｈ

本格運転中

第21回定期検査中

本格運転中

本格運転中
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総人口 9,146 （＋ 4）

（＋ 1）

（＋ 3）

（＋ 6）

女

4,451男

4,695

世帯数 3,086

平成19年10月1日現在　（ ）は前月比

まちの人口

窓戸籍の
平成19年9月13日から

10月11日届出まで

（敬称略）

名　前　　 性別　　 保護者　　　 住所

齋籐　厚輝
あつき

男　 勝範・麻由美　　小　堀

勝本　悠生
ゆうき

男　 信吾・映子　　　15  区

國久　レオナ　女　 博孝・菜都美　　父　子

中森　陽太
ようた

男　　由浩・友紀　　 尾　内

赤ちゃん

お誕生おめでとうございます。元気にすくすく育ってください。

名　前　　　　 住所（ ）は旧姓・旧住所

西森　隆司　 西　村
(淺田）知美　 （兵庫県）

菅原　義幸 名田庄下
(眞柄）佳代子 （13  区）

今岡　誠 15  区
(鯛家）佑香　 （高浜町）

吉田　昌好 南　浦
(八百）麻美　 （高浜町）

浦松　和彦 6 区
(永田）千春　 （敦賀市）

たかさご

ご結婚おめでとうございます。いつまでもお幸せに。

名　前　　 年齢　 性別　　 住所

細川　磧郎　 87歳　　 男　　 名田庄口坂本

森下　銀藏　　 97歳　 男　 久　保

おくやみ

ごめい福をお祈りします。

なな ごご みみ

いきいきいきいき

■乳幼児健康診査
2か月児・6か月児・1歳児健診
1歳6か月児健診
3歳児健診

■乳幼児予防接種

ＢＣＧ　

■すくすく広場

■精神保健相談・ミニディケア

■リハビリ相談

■ふれあいのつどい

■マタニティセミナー

■秋の住民健診
（し～まいる、ふるさと交流センター）
（町民センター、ふるさと交流センター）

■女性のがん検診
（なごみ）

11月 8日(木)
11月21日(水)
11月22日(木)

11月 7日(水）

11月16日(金)

11月30日(金)

11月13日(火)・30日(金）

11月 7日(水）

11月13日(火）

11月 2日(金）
11月 9日(金）

11月14日(水）

なごみ保健課　1177-1155

1111  月月

保健福祉センター「なごみ」

■乳幼児健康診査
1歳6か月児、3歳児健診　

■乳幼児予防接種

ＢＣＧ

■すくすく広場

■一般健康相談

■ふれあいのつどい

■リハビリ教室

■秋の住民健診
（あっとほ～むいきいき館）
（井上集会場）

■老人クラブ健康相談
（中集会場）
（西谷集会場）
（挙野集会場）
（遺跡の里会館）

■女性のがん検診

11月 1日(木)

11月 7日(水)
11月 9日(金)

毎週木曜日

11月21日(水）

11月2日(金)・　16日(金)

11月 8日(木)
11月15日(木）

11月13日(火）
11月14日(水）
11月20日(火）
11月27日(火）

11月 6日(火）

保健福祉室　1167-2000

あっとほ～むいきいき館
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▼
全
国
各
地
か
ら
の
参
加
が
あ
っ

た
お
お
い
健
康
マ
ラ
ソ
ン
。
今
年

は
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
に
、
８
月
の

世
界
陸
上
選
手
権
で
も
活
躍
さ
れ

た
尾
方
剛
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
し

た
。
▼
５

の
部
に
参
加
し
た
尾

方
さ
ん
は
ト
ッ
プ
の
ラ
ン
ナ
ー
と

並
ん
で
ゴ
ー
ル
。「
さ
す
が
に
余

裕
や
な
〜
」
と
沿
道
か
ら
聞
こ
え

て
き
た
か
と
思
う
と
、
尾
方
さ
ん

は
す
ぐ
さ
ま
逆
走
し
、
涼
し
い
顔

で
颯
爽

さ
っ
そ
う

と
コ
ー
ス
へ
と
戻
っ
て
い

き
ま
し
た
。
世
界
の
レ
ベ
ル
を
肌

で
感
じ
た
日
で
し
た
。
▼
本
郷
イ

ー
グ
ル
ス
の
準
優
勝
。
当
時
は
ま

だ
本
郷
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
い
う

チ
ー
ム
名
で
し
た
が
、
私
も
小
学

校
時
代
は
白
球
を
追
い
か
け
て
い

ま
し
た
。
O
B
と
し
て
今
回
の
準

優
勝
は
非
常
に
う
れ
し
い
こ
と
で

し
た
。
選
手
の
み
な
さ
ん
、
お
め

で
と
う
。
来
年
こ
そ
は
ぜ
ひ
優
勝

を
。

（
森
）

編
集
後
記

  

おおい町文化財巡り～その5～

本
像
は
、
袍
衣
ほ
う
え

を
身
に
つ
け
右
手
に
筥は
こ

を
持

ち
、
左
前
方
遥
か
彼
方
を
見
る
ご
と
く
直
立
し

て
い
ま
す
。

像
高
46.7
㎝
と
小
像
な
が
ら
桧
の
寄
木
造

よ
せ
ぎ
づ
く
り

で
、

全
面
に
彩
色
を
施
し
、
両
眼
に
玉
眼

ぎ
ょ
く
が
んを
入
れ
て

い
ま
す
。

本
像
は
中
国
の
宋そ

う

風
の
色
濃
い
、
鎌
倉
時
代

彫
刻
の
特
色
を
顕
著
に
示
し
て
お
り
、
洗
練
さ

れ
た
刀
法
に
よ
り
写
実
的
で
童
子
の
控
え
め
な

表
情
を
よ
く
彫
出
し
て
い
ま
す
。
当
時
の
中
央

の
作
風
を
よ
く
伝
え
て
お
り
、
ロ
ー
カ
ル
性
に

富
む
像
の
多
い
若
狭
地
方
で
は
珍
し
い
優
れ
た

像
で
す
。

重要文化財

木造
もくぞう

善膩師
ぜ ん に し

童子
どうじ

立像
りゅうぞう

・鎌倉時代中期～後期（13世紀）
・像高　46.7㎝

お問い合わせ先／
清雲寺（管理　森本氏）
177-0323
おおい町立郷土史料館　
177-2820

清雲寺　おおい町大島（浦底）


